
主日礼拝（ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾄⅢ）主日礼拝（ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾄⅢ）
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（12 月 20 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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牧　三貴子

　私の主人の名前には、尉（じょう）という字が
あります。私の日常に割と夫の氏名を代行するこ
とも多く、電話など口頭で表現しようとするとこ
の字が意外に難しく、結局は「慰める」という字
から下の心を取って…と伝えると一番早く理解が
得られます。これには何か違和感がありましたが
なかなか気づかないで過ごすうち、ある日ついに
大きな思い違いに気づかされました。それは絶望
から得られた答えでしたから、崖から落ちたよう
なショックでした。なんと慰め主の対象を根本的
に間違えていたのです！それから、いろんな通過
点がありようやく神様こそが、私のすべてを愛し、
受け止め、慰めを与えて下さる唯一のお方である
ことを深く理解しました。以降、そうして説明の
ために慰める･･･と発するたび、神様からの慰めを
受け止め心からの感謝ができているか確認する機
会を得ているんだと思えるようになりました。や
がてそんな大きな愛は肯定感へと育ちました。慰
められた者としての歩みから、今度は同じように
傷を負い慰めを要するところに、慰めを伝える者
へと変えられていきたいと願っています。下心無
く神様にまっすぐ従って歩みます。
「神は、どのような苦しみのときにも、私たちを慰
めてくださいます。こうして、私たちも、自分自
身が神から受ける慰めによって、どのような苦し
みの中にいる人をも慰めることができるのです。
（Ⅱコリ 1:4）」

  Ⅰテモ3-6、Ⅱテモ1-3、水6金2

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
テモテへの手紙第 1 と第 2，それにテトスへの手
紙は「牧会書簡」と呼ばれていま す。これらは単
に個人に宛てられた手紙というよりは、テモテや
テトスの教会で の職務に対する指示の書簡である
のでそう呼ばれています。この書が書かれた目 的
はこの時代は教会の教理、組織が確立してきた頃
でした。この手紙の中にも、 教会の制度・組織に
関する指示、教理の継承についての教えです。し
かし同時 に、正しい教えから離れ、秩序ある生活
を否定する力も大きくなってきていまし た。クレ
テの人々は特にそうした力に弱かったようで、パ
ウロは人々の信仰を健 全なものにするようにと指
示を与えています。ですのでこの書のキーワード
が 「健全な教え」と「良いわざ」の 2 つの言葉で
表すことが出来ます。健全な教え が曲げられる時
に良いわざは損なわれます。良いわざを生み出さ
ないものは健全 な教えではないということになり
ます。この手紙を読みながら、２つの言葉が私 た
ちの生活の中でどのようにされているのかを考え
ながら読み進めていきましょう。 
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（要約者：平澤　一浩）

「受動から能動」
～受ける人？与える人？～　　　　マタイ１：１８～２５、ルカ１：２５～３８

スモールファミリー

誕生者のお祝い

　　もうすぐクリスマス
　私たちはこの時、どのようなことを考えなければいけない
のでしょうか。ある貧しい暮らしをしている兄弟がいました。
その兄は苦労して働き、弟が願っていた車を買ってあげました。
その車を使って弟は教会に行っていました。その時、弟の周り
の人たちはその車を喜んでいました。しかしある少年はその車
を与えてくれた人のように、周りに与える人になれたらと思い
ました。この少年のように私たちは受ける人から与える人への
変化、すなわち物事の本質を見ていかなければなりません。受
けることよりも与える人になりたいと願った少年を見て私たち
の目線に変化をさせていきましょう。
     絶望の中に
（マタイ１：１８～２５）この当時、結婚する前に子どもがで
きたら大きな罪となり、石打ちの刑に処されていました。それ
故、ヨセフはマリアを内々に去らせようとしました。そのよう
な時に天使が現れて事の次第を告げたのでした。天使が告げた
からといって現実的には何も変わらない中でヨセフはマリアを
受け入れたのです。（ルカ１：２５～３８）次にマリアに天使
が現れたのでした。その時も事の次第を告げられていますが、
マリアもその言葉を受け入れ「どうぞこの身になりますように」
と告白するまでになりました。このように私たちの人生におい
ても「何で私だけ」というような事や「私の過去のあの事が原
因でこの事が起こっているのか」と考えてしまうこともありま
す。私たちの歩みを振り返ると、良いことも悪いこともあった
と思います。しかし良いことは忘れ、悪いことを覚えていて、
儚んでしまったり、過去において悪い影響を受けた故に「どう
せ私はだめなのだ」「必要とされていない」「愛されていない」
と落ち込むためでしょうか。絶望とは 2種類あります。１番目
が自分の弱さから目を背けている状態（逃避）です。それは「忘
却」「自殺」「閉じこもり」などを生みます。2 番目が自分の弱
さを認めない状態（反抗）です。それは憎悪を生み、周りを攻
撃していきます。私たちはこの２種類の絶望の中にいる時は真
の絶望に至っていないことが分かります。ヨセフとマリアは絶
望の中に落とされました。マリアが婚前なのに妊娠したからで
す。その時、ヨセフは逃げようとしました。マリアはそこでど
のような行動に出たのでしょうか。このような絶望の中、イエ
スキリストは生まれました。イエスキリストは私たちの罪の身
代わりとなり、十字架にかかるために生まれました。イエスの
生涯を見ても弟子たちは政治的な王を求めていました。しかし
イエスキリストは癒し、奇蹟をしたり、女性、子どもに関わっ
たりと弟子たちとは見ている目線の違いに焦る気持ちがわいて
きたのではないかと思います。そのような中で、イスカリオテ
のユダはイエス様を追い込むと良い結果を生むことができるの
ではないかと考え、イエスを売りました。そうしたらそのまま
当時の極刑である十字架にかかることになり、弟子たちは希望
から絶望へと落とされ、漁師に戻ってしまうありさまでした。
もう一度考えてみましょう。クリスマスとはイエスキリストも
自らの立場を捨てて人となられた日、苦しむ事が分かっていて、
人類の贖いとして犠牲になることが分かっていて生まれた日で
す。イエスの誕生をお祝いする喜ぶことと同時に自己中心の歩
みを捨てる日とも表現できるのではないかと思います。私たち
の人生を 180 度変化することのできる日、人々に良い影響を
与えることのできる日なのです。
　　①理解から信じるへ
私たちは頭で理解しようとします。この行為は非常に危険なの
です。理解とは「人間的な行為」と定義されています。信じる
とは「神に対する人間の関係を表す現象。自分を見つめて、自
分を愛して、はじめて人間は神の前に立ちえる。そうして理解
するのではなく、信じることによりようやく神の赦しを知る。」
と定義されています。私たちは自分の知識によって理解しよう
とすることを止めないといけません。クリスマスに起こったこ
とも知識で理解することをやめないといけません。それは理解
したからするものではないからです。イエス様がこの世に来ら

れた目的を心で信じるからこそ、イエス様が生まれる前の 4週
間をアドベントと定め、ろうそくを灯し、ツリーを飾っている
のです。ろうそくにも自分の身を削りながら周りを明るく照ら
すのです。それを象徴しています。ツリーは十字架を意味して
います。私たちの心がどこに向いているのかを見つめ直し、「私
たちは神様が好きだから〇〇する！」という思いを再確認した
いと思います。
　　くれないシーズン！パート２
私たちは教会にきてまもない頃は甲斐甲斐しく関わってくれま
す。その期間を過ぎると私たちの関係が家族のようになり、関
わり方が以前のようではありません。その時、〇〇してくれな
い！と感じてしまい、寂しさや痛みを覚えたりします。それは
私たちが成長する時期に入ったことを示しています。子育てに
おいても 3 歳まではしっかりと目を向けます。3 歳を過ぎたら
親は見守ることが多くなってきます。それは子どもが自立して
いくためです。私たちも信仰生活の中で自立していくために、
見守られる時期がきます。それは見捨てられるのではないので
す。ずっと見ているのです。それを感じているからこそ、責任
感も増してくるのです。ですからくれないシーズンは成長の時
期であり、寂しさと痛みを乗り越える中で自立と自信を得させ
てくださいます。
　　②見ゆるところによらず
ヨセフとマリアは頭で理解するのではなく目に見えないことを
信じて進みました。聖書にはノアという人物がでてきます。彼
は方舟を作るように命じられてから数十年、信じて作り続けて
いきました。そしてノア以外の人類は滅びていきました。ノア
はどんなことがあっても見えない神様の言葉を信じて進みまし
た。私たちもノアと同じように神さまからの使命に対して従っ
ていくことを求められているのです。それは私がしたい事と
違っているものもあります。しかし時が過ぎ、振り返ってみる
とその道が正しかったのだということが分かります。自分に
とって「良かれ」と思ってしていることは過去から得ている知
識に基づくものであれば、良い実を実らすことができません。
今まで生きてきたことを変えるために私たちは教会に来ている
のです。その時が来たら、素直になりましょう。自分の中にあ
るプライドが邪魔するのであれば、それを捨てなければなりま
せん。
　　③見分ける力！！
私たちに見分ける力がないと受動体になってしまいます。それ
では周りからの影響を受けるだけの人になってしまうのです。
神さまはいつも同じことをするように言われていない場合もあ
ります。聖書に書かれている人物も神さまからチャレンジを受
けた時、その都度、聴きながら行動していました。すなわち祈
ることです。祈らないと見分けることができません。そして聴
いたことと御言葉を照らして吟味していきましょう。それをし
ないと私たちはズレてしまいます。私たちの行動１つひとつに
対して神さまにあって正しい行動と言えるでしょうか。しっか
りと見分けていきたいのです。クリスマスとはそれをもう一度
見直す時期なのです。私たちが暗闇の光になっているでしょう
か。なぜなら私たちは地の塩であり、世の光だからです。私た
ちが自分の方法でしか歩んでいなければ、光にはなれないので
す。ですから私たちの考え方をもう一度見直してみましょう。
マリアもヨセフも絶望の中にあっても信じて「どうぞこの身に
なりますように」と祈り、見えないけれども神さまを信じて進
みました。今日はアドベント２週目です。もうクリスマスはす
ぐ来ています。この時こそ、私たちの生きる姿勢が受動的なの
か、能動的なのかを確かめる必要があるのです。先に救いを受
けた私たちがどのように歩むのか。神さまは私たちを見はなさ
ず、孤児にはしないと約束して下さっています。神さまへ祈る
中で自分の歩みを見分けて能動的に与える人生を歩んでいきま
しょう。20 21 22 23 24 25 26
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